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ヒ ヨ コ 胚大動 脈 器 官培養液か らの トロ ポ エ ラス チ ン の 分離
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Isolation　of 　tropoelastin 　from 　the　medium 　 Df 　embryonic 　chick 　aorta 　organ 　cultuTe
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　17日 目 の ヒ ヨ コ 胚 の 大動脈 を in　vitro で β
一aminopropionitrile 存在下 に

sH −valine ま た は
一lysine で

無 血 清下 に
一

昼夜標識し，得ら れ た 器官培養液を PCMB ，　PMSF ，　 EDTA 存在下 （以下同様 の 処理） に 透析

し凍結乾燥した 。中性生食水 に て こ れ を 抽 出 し，45％飽和硫安分画 し沈殿 を 得 た 。 次 に こ れ の n
−
prGpanol

−

n −butan。1 可溶性画分を得，凍結乾燥後脱脂 し，　 tropoelastin 画分 を得た 。こ れ に つ い て 電気泳動．ア ミ ノ

酸分析．高速液 ク ロ 分析 を 行 っ た。ほ ぼ 同 様 の 実験 を in　vivo で lathyrism と した ヒ ヨ コ 及 び ウサ ギ の 大動

脈で行 っ た 。ヒ ヨ コ 胚大動脈器官培養液 の tropoelastin は 電気泳動 で は 3 〜 5 ケ の バ ソ ド （分 子 量 6．8万以下）

を示 し．高速液 ク ロ で も同様の 分画 が なされたが ，その 全体 の ア ミ ノ 酸組成は lathyrlsm と した ヒ ヨ コ の 大

動脈 の もの とほ ぼ同 じで あ っ た 。
in　vivo で lathyrism と し た は ず の ウ サ ギ 大動脈 よ りは 電 気 泳動 で 単

一
の

蛋白 （分子量 約 7 万）を得た が ，そ の ア ミ ノ 酸組成 は trepoelastin と は 異 っ た 。

筋構造 タン パ ク質 自己分解に対す る ラ ッ トア ル プ ミン の 分解抻制作用 に つ い て
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Repressive 　effect 　of　rat　 albumin 　on 　the 　autolysis 　 of 　the 　muscle 　 structual 　proteins
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　ラ ッ ト骨格筋肥大 に と もな い 増加す る筋肉中 ア ル ブ ミ ン の 筋搆造タ ソ パ ク 質自己分解 に 対す る影響 に つ い て

検討 した 。 自己 分解 の 初期に は 高分子 タ ン パ ク 質 が 可 溶性 画 分 に 検 出 され，時間 の 経過 に と もな い ，よ り低分

子 タ ソ パ ク 質の 出殲が み られ た が，肥大筋 に お け る分解の 速度は 対照筋 よ り小 さ か っ た。骨格筋 の 自 己 分 解

は ，EGTA の 添加 で抑制され る こ とか ら，カ ル シ ウム 依存性プ ロ テ ア ーゼ の 関与 が 推察され た 。 ラ ッ ト 骨 格

筋 よ り精製 した ア ル ブ ミ ソ は EGTA と 同 様 に 筋溝造 タ ソ パ ク 質の 自己 分解 を 抑制 し た 。 こ の 結果 ，筋 ア ル ブ

ミ ン は カ ル シ ウ ム 依存性 プ ロ テ ア ーゼ の 阻害剤 と し て 作用す る こ とが示 唆され た 。

ラ ッ ト肝臓 ク ロ マ チ ン における HMG 蛋白質の分布
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Distribution　 of 　HMG 　 proteins 　ln　 rat 　 liver　 chromatin
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　HMG 蛋白質は 近年転写活性 との 係 わ りが注 目さ れ て い る核蛋 白質 で あ り，ヌ ツ レ ア ーゼ 処 理 で 得ら れ る 活

性 ク ロ マ チ ン 画 分 に 多 い とい うこ と が 言わ れ て い る。今回，ヌ ク レ ア ーゼ 処理 と異な る 手法 で ク ロ マ チ ン を 分

画 し．HMG 蛋白質の 分布を 調 べ た 。 ラ ヅ ト肝臓 ク P マ チ ソ の 分画 は，　 Polyron　h。m 。genizer で 剪断後，密

度勾配遠心 で で 行ない ，RNA ・Pt
’・　 V メ ラ ーゼ に 対す る鋳型活性，　 Mgs ← 1こ よ る沈降性，　 DNase 　I 抵抗性な ど か

ら転写活性画分 （SF） と 不 活性画分 （RF ） を 決 定 した 。各 画 分中 の HMG14 ／17 の ヒ ス ト ソ に 対す る 相対量

を ，酢酸尿Wt　・f ル 電気泳動 で 測定 した と こ ろ，　 SF で は RF と比 べ て ，　 HMG14 が 5 − 6 倍．17が約 3 倍 あ っ

た 。 ま た SF に は 他 の HMG 様蛋白質も数種存在 した 。 密度勾配遠心 法で 得 られ た 活性 ク 卩 マ チ ソ に HMG

14／ユ7 が 多 い と い う結果 は，ヌ ク レ ア ーゼ 処 理 実験 か らの 結論 を 支持 す る も の で あ る。
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